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先頭に立ってワイズの光を輝かそう－クラブで、地域で、国際社会で 

Let Y’smen Light Shine before Others 

       In the club, in the community, in the World 

               

 

 

西日本区の皆さん、新しい期がいよいよスタートしました。今期の主題はトップに記されている通り

です。スローガンは、「ワイズメンの満足度向上を真摯に取り組もう」です。 

① 東日本大震災の援助活動において実際に現場で働いた人はしんどかった、しかし満足感を大いに

持って帰り、それ以降の働きには大きな変化がありました。私は継続的に現場を持って働いていれ

ば、その働きを見て賛同者が出てくると確信しています。現場を持ち現場に立つことが重要です。 

② 若者にもっとアプローチしよう。アクティブメンバーを増やそう。昨年 YMCA大会に出席し、リ

ーダーの皆さんにワイズメンズクラブを知っているか聞きましたが我々が思っているほど知られて

いません。今各地で開催して頂いている YY(YYY)フォーラムをより充実させ、次に繋がるものとし

ていきましょう。今すぐに EMCに結びつかなくとも、将来を見据えて若者に対する取組みを変革さ

せる必要があります。 

③ 国際に目を向けよう。我々はワイズメンズクラブ国際協会の一員であります。特に西日本区はア

ジアエリアの中で一番大きな区であります。また、大阪土佐堀クラブの岡野泰和ワイズが国際議員

に選出されました。我々は国際に対して大きな責任があります。国際が行う事項に対し協力を惜し

みなく行いましょう 

満足度向上を真摯に取組もう。この真摯という言葉が重要です。真摯とは通り一遍ではなく、真正面

から,真面目に、真剣に、ひたむきに取組むということです。各クラブ、各部で真摯に満足度向上を考え

て下さい。そのキーワードは「現場」「若者」「国際」です。考え出したことを実践すれば、それはいず

れＥＭＣに繋がります。共に新しいワイズメンズの歴史を紡いでいきましょう。どうぞ宜しくお願い申

し上げます。 

            2012-2013 年度 西日本区理事  成瀬晃三(名古屋) 

 

 

今月の聖句                            

ヤコブの手紙２：１４～１６ 

「わたしの兄弟たち、自分は信仰を持っていると言う者がいても、行いが伴わ

なければ、何の役に立つでしょうか。もし、兄弟あるいは姉妹が、着る物もな

く、その日の食べ物にも事欠いているとき、あなたがたのだれかが、彼らに、

「安心して行きなさい。温まりなさい。満腹するまで食べなさい」と言うだけ

で、体に必要なものを何一つ与えないなら、何の役に立つでしょう。」 



 

ポイント  MC の C は Conservation。クラブ発展はクラブの健全な運営と維持・存続から。今一度、

クラブが健全に運営されているかチェックしてみましょう！ 

 

今期のＥＭＣ事業では「クラブ自己診断プログラム」を展開しています。自分たちのクラブは自

分たちの手で良くしていくために、まずは自クラブを知ること。そしてその認識を共有し、あるべ

き姿をクラブのメンバー同士で語り合い、模索し、そしてあるべき姿を策定します。そのための第

一歩を踏み出しましょう。各部ＥＭＣ主査さんやＥＭＣ主任がお手伝いいたします。 

   ＥＭＣ主任 米村謙一（熊本むさし） 

 

 

 このヤコブ書について、宗教改革者のルターは「わらの書簡」として、あまり重んじなかったという

ことがあります。極めて神学的な議論からですが、この背後に、「われわれが救われるのは行いによるの

ではなく、ただ信仰による」と主張したからです。法然や親鸞が主張した、「ただ念仏をとなえるだけで

救われる」という背景に、苦行、難行によってしか救われないと言われていたことに対する「新しい主

張」であったのです。「先頭に立ってワイズの光を輝かそう」という西日本区理事方針を受けて、「光輝

く」活動を盛り上げていきましょう。   西村 清(クリスチャニティー特別委員／名古屋) 

 

 

  ２０１２－２０１３年度  役員です。    この一年 宜しくお願い申し上げます。 

  理事 成瀬晃三(名古屋) 直前理事 浅岡徹夫(近江八幡) 次期理事 高瀬稔彦(岩国みなみ) 

  書記 平野実郎(名古屋) 会計 渡辺真悟(名古屋)     

  部長  中部／荒川文門(名古屋南山) びわこ部／井之上温代(滋賀蒲生野) 

     京都部／船木順司(京都トップス) 阪和部／正野忠之(大阪河内) 

      中西部／江見淑子(大阪なかのしま) 六甲部／上野恭男(芦屋) 

瀬戸山陰部／福永君二(米子) 西中国部／赤羽克秀(広島) 九州部／福島貴志(熊本) 

主任  YMCA サービス・ユース事業／下村明子(名古屋グランパス) 

 地域奉仕・環境事業／笠井俊明(京都トップス) EMC 事業／米村謙一(熊本むさし) 

 ファンド事業／岡野泰和(大阪土佐堀) 交流事業／石田由美子(宝塚) 

 広報事業／吉村秀喜(長浜) メネット事業／野村靖子(名古屋東海)      

    

  

第１５回西日本区大会での理事引き継ぎ式 

 

今月の強調点    Ｋｉｃｋ－ｏｆｆ ＥＭＣ－Ｃ 

 

理事通信への掲載 

 西日本区の会員諸氏に知らせたいことがある場

合、理事通信への掲載が可能なこともあります。   

毎月 20日までに理事事務局までご連絡下さい。 

理事事務局 谷川 修 ☎052-612-3370 

携帯電話 090-7301-1960 

メールアドレス tanikawa@shakaikan.com 

 

聖書の教え(今月の聖句について) 
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